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すでに実用化されているもの、
たくさんありませんか？
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育成すべき資質・能力の三つの柱
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新学習指導要領の全面実施
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学校運営協議会の
ポイント！

熟議

学校がすること
学校と地域が一緒にすること
地域がすること

相互理解
信頼関係
役割・責任分担
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学校運営協議会の委員について
非常勤特別職の公務員として、教育委員会から
任命される。
合議体の協議会運営者として、当事者意識を
持って臨むことが求められる。

自立した運営を行うことも大切
＊司会 ＊記録 ＊事務 等を委員が率先する

司会進行
ファシリテート

地域学校協働
活動推進員

記録担当

成功の秘訣は、
多様な委員選出

多様な立場、多様な意見の委員の参画を強みに
できるように。
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協議会運営ですべきこと
校長のビジョンを受け、内容を共有
育てたい子供像、目指す学校像等のビジョンを示す

協議会委員

「学校を知る」ために動く
＊学校公開や行事等への参加
＊子供たちの現状と課題、学校教育の内容等を学ぶ

教職員、保護者との交流機会をもつ
交流会や熟議の場を設け、一体となって進むための
機運を高める

広報活動を行う
＊教職員に地域との連携・協働の必要性を示す
＊協議会の内容等を保護者、地域にも発信する
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資源の確認 仲間集め

１，地域の伝統的な食・文化・産業など

２，自然資源

３，人財資源

４，地域の活動団体
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アイデア出し

１，1年後・3年後に出来ているといいこと

２，今までの取り組みをさらに強化するには

３，やることとやめること
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協議会で検討・評価すべきこと

＊学校運営の基本方針の承認
教育課程・組織編成
学校予算・施設管理

＊地域学校協働活動に関する
協議

P
＊学校評価
自己評価に基づいた、
学校関係者評価

＊地域学校協働活動の評価

C
次年度に向けた
＊学校運営に関する意見
＊教職員の任用に関する意見
＊地域学校協働活動の改善

A

地域学校協働活動に関する協議は

■何を目的・目標にして行うのか
■どのように行うのか
■学校の教育課程とどのよう

 に関連づけるのか

等の検討を行う

地域学校協働活動が

■コーディネート機能を持っ
ているか

■多様な活動をしているか
■継続的な活動になっているか

等の評価を行う

学校運営協議会では次年度に向けて

■目的・目標はこれで良いか
■具体的な手段・方法をどう

  工夫・変更するか
■何をスクラップ・統合するか
■新たな課題への対応
■どのように業務改善するか

等の検証を行い、改善へ
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相互理解と信頼関係を深めるために

①関係者が当事者意識をもって「熟議（熟慮と議論）」を重ねること
②学校と地域の人々が「協働」して活動すること
③学校が組織として力を発揮するための「マネジメント」

関係者がみな当事者意識を持ち、
子供たちがどのような課題を抱
えているのかという実態を共有
するとともに、
地域でどのような子供を育てて
いくのか、何を実現していくの
かという目標・ビジョンを共有
するために「熟議（熟慮と議
論）」を重ねることが大切です。

熟 議

学校と地域の信頼関係の基礎を
構築した上で、
学校運営に地域の人々が「参
画」し、共有した目標に向かっ
てともに「協働」して活動して
いくことが大切です。

その中核となる学校は、校長の
リーダーシップのもと
教職員全体がチームとして力を
発揮できるよう、
組織としてのマネジメント力を
強化していくことが大切です。

＜地域とともにある学校の運営において大切な視点＞

学校運営協議会での協議
（学校運営協議会委員）

多くの当事者による熟議
（保護者・地域住民・教職員）

協 働 マネジメント
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学校を核として地域づくりの
担い手を育み

地域づくりを推進する

情報

思い

行動

共有

地域の『強み』
を生かす
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全学年にCSのまなびを！

1年生 昔あそび

2年生 えがおのひみつ探検隊

3年生 他校との合同zoom授業

4年生 トラベラーズへようこそ

5年生 こども園の先生体験

6年生 赤ちゃん先生ようこそ

支援学級   野菜作り

456年 わくわくクラブ
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校長
社会と直結した学び︕

産官学協働による教育活動︕

自分の授業準備で精一杯…
（教科指導）

協力してくれる企業
を新規開拓…
今年は無理と言われ
た…（営業活動）

クラブ・保護者対応・
生徒指導・行事・成績
…（多忙）

生徒が失礼なことをし
たら謝罪（責任）

企業の担当者と
連絡がつかない…

（行き違い多発）

初めての探究学習を指導。
どうしたら…（不安）

現場教員の実際の声～困り感～課題
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学校運営協議会

学校運営協議会として、できることはないかな。
地域学校協働活動がスムーズに展開できるよ
うな場を作れれば・・・

意見を言うだけで
は学校は楽になら
いし・・・

学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て

校長

コミュニティ・スクールネットワーク協議会がもっと実効性のあ
る実働部隊にならないだろうか︖
社会協働が今後持続可能となるようなしくみにできれば・・・
教員が生徒への学習指導（探究活動）に集中できるよう
なシステムができれば・・・

学校運営協議会による当事者意識のある活動
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地域学校協働活動の具体的な展開をめざすための活動の実際
連携企業決定までを

学校運営協議会委員・
コーディネーターズが実働︕

①連携希望先へ探究学習の説明およびアポ取り

②受け入れの承諾・訪問日などの調整

③連携企業の決定

実務

大人の本気
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教職員からの実際の声

教員の負担が
①生徒(授業内容)に集中できる。
②教員からの連絡は基本メールのみ。

③探究学習の内容を事前に理解してもらえてるので
企業への提案などを思い切ってできる。

＊教員の社会人としての知識・経験もアップ︕
教科指導と社会のつながりを意識するようになった︕
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南海電鉄（千代田工場） 大阪南法律事務所 上新電機

中島重久堂 大阪地方検察庁 読売新聞 大阪本社

きらら 学研ホールディングス セブンイレブンジャパン

協成産業株式会社 ＪＴＢ 教育旅行大阪支店 ANAウィングス

おやつカンパニー大阪支店 (株)リクルート スタディサプリ 明治

Ｄｒｅａｍｓ
（ポップコ－ンパパ玉造店）

J-GREEN堺 中外製薬

POLA THE BEAUTY 心斎橋店 LEARN MORE リコージャパン

葛城煙火株式会社 JA大阪南 クボタ

リゲッタ生野本店 大阪府環境農林水産総合研究所 新日本コンピュータマネジメント

ビケンテック株式会社 古川農園 SMBCｺﾝｼｭｰﾏｰﾌｧｲﾅﾝｽ

りそな銀行 富田林支店 大阪府動物愛護管理センター 大阪菅公学生服

大阪商工信用金庫 東横イン 梅田中津1 ダイドードリンコ

協働企業一覧
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 ゆめ☆キッズ（放課後子ども教室）

 夏休み子どもの居場所事業

 M&Aスペースと

子ども店長の駄菓子屋さん

（美加の台子どもの居場所づくり）

無料映画会と木村泰子氏講演会

福祉委員会主催演芸会に出演
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無料映画会と講演会（大人もまなぶ）
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CSポートフォリオについて 〜学校運営協議会の質的向上のために〜

CSポートフォリオとは
・本校のCSって、適切に運営できているのだろうか。

➤協議会の運営状況は︖
・CSを導入したが、子どもたちにはどのような効果があるのか。

➤子どもたちへの効果は︖
・教職員の理解が得られにくいが、課題はどこにあるのか。

➤教職員への効果は︖
・協働活動に関わっているけれど、自分たちは役立っているのか。

➤地域住民や保護者への効果は︖

ＣＳの効果を見える化したい︕

CSポートフォリオ＝自己診断ツール
学校運営協議会の運営状況
学校・家庭・地域の意識・連携協働状況
CSの子どもや大人への効果

地域とともにある学校の実現に向けたコミュニティ・スクールの「見える化」ポートフォリオ

地域 回答者数 児童・生徒 名 意識すべき地域の特性（自由入力） 学校運営協議会 開催頻度

学校名 学校運営協議会 名 教職員 名 設置年数 委員人数

児童・生徒数 名 地域の方 名 保護者の方 名 部会数 委員任期

円ｸﾞﾗﾌ凡例（外側から）︓ 今回 前回 地域平均

※表示の数値は今回結果

☑法定3権限の有無
☑法定3権限の適切な運用

☑関係主体の対等性
☑議論の対等性

☑協議会の目的・目標の共有
☑持続的な議論体制

☑企画段階からの協議
☑見直しが許容される協議
☑内省・評価の実施・反映

→詳しい結果はp3~6へ →詳しい結果はp7~9へ

☑学校長の主導的な役割
☑実行を見据えた役割分担
☑教職員との協力・連携

☑多様な主体の巻き込み
☑情報の共有
☑協議会からの情報発信

→詳しい結果はp2へ →詳しい結果はp10~12へ 1

A 協議会の運営

大
人
へ
の
効
果

B C

D 教職員への効果 地域（協働活動参加者）への効果

地域（協働活動参加者）の
意識・活動 保護者の意識・活動

教職員の意識・活動

学校・家庭・地域の意識・連携協働の状況 D 子どもへの効果

子どもが享受する機会の変化 学校・教職員・地域との関係性

資質・能力の向上地域への愛着・貢献意識の向上

44

63

保護者への効果

318

120

229

76.7%

63.6%

83.6%

70.9%

76.5%

74.5%

自律性

対等性

持続性

熟議度

実行性

共有性

89.7%

68.3%

「地域とともにある学校」という
認識

協議会の意義の理解

90.7%

71.3%

「地域とともにある学校」と
いう認識

地域ぐるみの教育活動へ
の理解

68.3%

50.0%

38.3%

授業における地域住民・保護者
との連携

生徒指導等における地域住民・
保護者との連携

地域住民・保護者との交流

67.5%

45.7%

69.3%

学校の教育活動への参
画

教職員・地域住民・保
護者との交流

家庭教育活動の実践

58.5%

55.7%

41.4%

62.3%

学校での地域との関わり

地域における大人との関わり

地域における異年齢の関わ
り

保護者との関わり

73.1%

77.0%

69.3%

教職員への関心・信頼
の向上

学校への愛着・誇りの高
まり

地域の大人への関心・
信頼の向上

66.7%

89.2%

72.1%

85.3%

67.5%

73.9%

自己肯定感

規範意識・行動

やり抜く力

ソーシャルスキル

学習意欲

キャリア意識

65.6%

70.4%

71.1%

地域への愛着の高まり

地域への帰属意識の高まり

地域貢献意識の高まり

77.0%

76.2%

41.0%

67.0%

70.5%

62.0%

学校・地域への愛着の高まり

学校への信頼の高まり

貢献・生きがいの実感

生涯学習意識の高まり

地域内での           の醸成

地域の担い手意識の高まり

94.2%

88.9%

72.0%

83.3%

78.6%

86.9%

学校・地域への愛着の高まり

学校への信頼の高まり

貢献・生きがいの実感

生涯学習意識の高まり

地域内での           の醸成

地域の担い手意識の高まり

88.6%

77.1%

70.0%

50.8%

68.8%

学校・地域への愛着の高まり

保護者・地域住民への信頼の高まり

授業力の向上

生徒指導等の負担の減少

保護者対応の負担の減少

94.2%

56.7%

「地域とともにある学校」
という認識

地域ぐるみの教育活動へ
の理解

棒グラフの凡例

実線：今回の結果

点線：前回の結果

63.0%

27.0%

54.3%

学校の教育活動への参画

教職員・地域住民・保護
者との交流

地域教育活動の実践

②関係者へのアンケート

CS

委
員

地
域
住
民

保
護
者

児
童

生
徒

教
職
員

WEBで回
答

③CSポートフォリオ作成ツールへデータの貼り付
け

可
視
化

CSポートフォリオの活用の仕方

協議会の運営状況 子どもへの効果

学校・家庭・地域の意識
連携協働の状況 大人への効果

・自律性 ・対等性 ・持続
性
・熟議度 ・実行性 ・共有
性

・「地域とともにある学校」という認識
・教職員、地域住民、保護者との交流

・資質能力の向上
・地域への愛着や貢献意識

・学校や地域への愛着
・教職員、地域住民、

保護者の信頼の高まり

①CSポートフォリオ作成ツールの入手

④データと対話に基づく考察

学校運営協議会の質的向上のための
改善・解決策を見出す

学校運営協議会は
設置したけれど…

・学校や教育委員会担当者が文部科学省（cs-fb01@mext.go.jp)へメールして 
作成ツールを入手します。 ※Googleアカウントの作成が必要です。

・担当者が学校関係者へメールで転送し、アンケートの実施します。

・回答したデータを作成ツールへ貼り付けることで、CSポートフォリオが自動で作
成
されます。

・CSポートフォリオで可視化されたデータを基に、関係者で対話します。

※紙媒体でも調査できます。

https://manabi-
mirai.mext.go.jp/

手引き等はこちらから
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過去・現在・未来

学校と地域の

目線合わせ
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コミスク算
『＋』たすけあうと 大きな力に
『－』ひきうけると 喜びが生まれる
『×』声をかけると 一つになれる
『÷』かかわると 笑顔が帰ってくる
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